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大学名 受験者 合格者 合格率
北海道大学 38 28 73.68
東北大学 38 24 63.16
千葉大学 50 39 78.00
東京大学 20 10 50.00
富山大学 76 46 60.53
金沢大学 40 37 92.50
京都大学 42 25 59.52
大阪大学 34 21 61.76
岡山大学 47 35 74.47
広島大学 44 31 70.45
徳島大学 48 37 77.08
九州大学 47 37 78.72
長崎大学 47 36 76.60
熊本大学 68 41 60.29
国立計（14） 639 447 69.95
岐阜薬科大学 83 61 73.49
静岡県立大学 103 74 71.84
名古屋市立大学 69 46 66.67
公立計（3） 255 181 70.98
北海道医療大学 171 116 67.84
北海道薬科大学 239 125 52.30
東北薬科大学 322 231 71.74
城西大学 329 168 51.06
東邦大学 267 192 71.91
北里大学 299 220 73.58
慶應義塾大学 184 141 76.63
昭和大学 202 122 60.40
昭和薬科大学 234 193 82.48
東京薬科大学 398 276 69.35
東京理科大学 118 72 61.02
日本大学 236 172 72.88
星薬科大学 268 204 76.12
明治薬科大学 341 272 79.77
帝京大学 336 145 43.15
新潟薬科大学 207 106 51.21
北陸大学 242 76 31.40
名城大学 246 210 85.37
京都薬科大学 343 280 81.63
大阪薬科大学 325 260 80.00

大学名 受験者 合格者 合格率
近畿大学 168 133 79.17
摂南大学 237 166 70.04
神戸学院大学 253 160 63.24
神戸薬科大学 326 245 75.15
武庫川女子大学 262 136 51.91
福山大学 159 89 55.97
徳島文理大学 281 110 39.15
第一薬科大学 295 39 13.22
福岡大学 255 196 76.86
就実大学 90 57 63.33
九州保健福祉大学 158 123 77.85
青森大学 57 16 28.07
日本薬科大学 239 50 20.92
城西国際大学 166 75 45.18
千葉科学大学 114 61 53.51
帝京平成大学 237 84 35.44
武蔵野大学 153 126 82.35
広島国際大学 147 67 45.58
奥羽大学 91 33 36.26
国際医療福祉大学 148 81 54.73
愛知学院大学 147 105 71.43
金城学院大学 162 61 37.65
同志社女子大学 149 90 60.40
崇城大学 117 83 70.94
高崎健康福祉大学 90 37 41.11
横浜薬科大学 235 103 43.83
大阪大谷大学 152 70 46.05
松山大学 111 61 54.95
長崎国際大学 97 54 55.67
岩手医科大学 158 87 55.06
いわき明星大学 50 33 66.00
姫路獨協大学 88 33 37.50
兵庫医療大学 176 86 48.86
安田女子大学 83 43 51.81
鈴鹿医療科学大学 81 52 64.20
立命館大学 86 58 67.44
私立計（56） 11,125 6,684 60.08
その他（認定） 0 0 －
総計 12,019 7,312 60.84

第99回薬剤師国家試験大学別合格者数

国試合格率は約61％と低調
厚労省　“質低下”が要因と分析

　国試は、１万4039
人が出願したが、受験
者 は １ 万2019人 で、
合 格 者 は7312人。
60.84％という低い水
準の合格率となった。

このうち「６年制新卒」については、
70％台の合格率をキープしたものの、

「６年制既卒」は40％を下回った。ま
た、旧４年制卒を含む「その他」は
13.24％だった。
　試験結果を男女別に見ると、男性は
5052人が受験して3060人が合格、女
性は6967人が受験して4252人が合
格。 合 格 率 は 男 性60.57 ％、 女 性
61.03％であった。  
　大学の設置主体別の合格者数は、国
立が447人（合格率69.95％）で、う
ち６年制新卒が400人（83.16％）、６
年制既卒が16人（34.78％）、その他
が31人（27.68％）だった。  
　公立は181人（70.98％）で、うち６年

　厚生労働省が３月31日に発表した第99回薬剤師国家試
験の合格率は、前回と比べて18.26ポイント低い60.84％
と落ち込んだ。1995年の第80回以降、空白期間の10年（第
95回）、11年（第96回）を除き最も低い水準だ。６年制
新卒者の合格率が70.49％と平均的な水準だったのに対
し、６年制既卒者の合格率が39.85％と低く、全体を大き
く押し下げる結果となった。合格者数も7312人で前回の
8929人から約1600人減っており、薬局などでの採用への
影響も懸念されるところだ。厚労省は、「試験問題の難易
度を上げたという認識はない」としており、合格率が下が
った要因については、「一概には言えないが、学生の質が
低下したのではないか」と分析した。

制新卒161人（79.70％）、６年制既卒
７人（35.00％）、その他が13人（39.39
％）。 私 立 は6684人（60.08 ％） で、
６年制新卒5658人（69.52％）、６年
制既卒980人（39.98％）、その他46
人（8.60％）だった。  
　大学別で最も合格率が高かったの
は、金沢大学の92.50％。合格率が９
割を超えたのはこの１校のみで前回の
12校から大きく減った。次いで、名
城大学の85.37％、昭和薬科大学の
82.48％、武蔵野大学の82.35％、京
都薬科大学の81.63％と続いている。
　最も低かったのは第一薬科大学の
13.22％。合格率が50％を下回った大
学は16校あり、全て私立だった。
　また、一般問題（薬学実践問題）の問
328で不適切な記載があり、正解とな
る選択肢がなかったため、全員を正解
とした。
　合格率は、初めて６年制薬剤師を輩
出した前々回が88.31％と高く、前回

も80％台には届かなかったものの、
平均的な合格率を維持していた。旧４
年制国試の合格率も空白の２年間を除
けば、70％から80％台半ばで推移し
ていたことを考えると、今回の60.84
％はかなり低い水準といえる。
　６年制になってから、医療現場で通

用する実践力などを確認するため、基
礎的な知識を応用して回答する問題が
出題されており、厚労省は「そうした
問題への対応が不十分だったのでは」
としたが、「極端に問題を難しくした
という認識はない」との見解を示して
いる。
　その上で、６年制既卒者の合格率が
39.85％と低かったこと、６年制新卒
者の合格率も70.49％と高いとはいえ
ない水準だったことなどを踏まえ、学
生の質低下を要因の一つに挙げてい
る。
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